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学生アドバイザーは「学生が学生に相談できる」制度です。教員の推
薦を受けた学生が図書館長より委嘱を受け、図書館カウンター脇の相
談席に常駐しています。 
「レポートの書き方のアドバイスがほしい」「資料の探し方やパソコ
ンの使い方が知りたい」といった身近な疑問に、アドバイザー自身の
経験も生かしながらお答えしています。 
 わからないことがあれば何でもお気軽に相談してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長らくご不便をおかけしましたが、図書館４-９階および積層書庫の耐震補強工事が終了しました。 
新しくなった上階は4、５階のフロアが大幅に広くなり、６階のグループ学習室は３部屋から４部屋に
増えました。是非ご利用ください。 
 
 
■３月１日 平成24 年度地域協力図書館合同研修会を実施しました。 
■３月6 日 シンガポールからの留学生4 名が図書館を見学しました。 
■３月11、13、15 日  経営学部入学前体験講座を開催しました 
■３月１2、15 日  薬学部 卒業研究のための文献の探し方講座を開催しました。 
■３月１3 日 第３回図書館合同委員会、第2 回JURA 運営委員会、を開催しました。 
■３月24 日 オープンキャンパスで述べ67 名の方が図書館を見学しました。 
■３月26 日 坂戸市図書館協議会に出席しました。 
■３月27 日 埼玉県大学短期大学図書館協議会幹事会に出席しました。 
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キャンパスのオアシス、図書館へ行こう！ 
図書館長 大島 卓 
 新入生の皆さん、入学おめでとうございます。 
水田記念図書館では、かねてからIT（情報技術）化時代に対応したデジタル図書館を目指すと同時に、地域と共にある
大学図書館を標榜してきました。  
 そして2015年の本学創立50周年に向けて図書館は今後とも、建学の精神たる「学問による人間形成」を具現する重要な
場を提供するという職務を忘れず、利用者の皆さんのお役にたちたいと考えています。  
 図書館では、皆さんの学習に必要な資料や情報を集め、提供しています。これらの資料は紙ベースの図書や雑誌だけで
はありません。インターネットで利用できる電子ジャーナル、電子ブック、専門的な情報を検索できるデータベースも
含まれています。 
 2011年、図書館は城西大学の全教職員学生を対象とした「図書館サービス向上のためのアンケート」を実施しました。
同アンケート調査に学生の皆さんからも、たくさんの質問や貴重な要望が寄せられましたが、主要なご意見と図書館か
らの回答を以下に記すことにより、「図書館がキャンパスのオアシスである」ことを知って欲しいと思います。 
 
①「もっと情報公開をしてほしい」 
掲示、BookMark(図書館報)、HP、JUnavi、Twitter、ブクログ、ガイダンスなど種々の形で情報を発信しています。
清光会館入口の電光掲示板にも情報を流しています。 
②「パソコンや携帯からも、どの映画が観られるのか知りたい」 
 映画のDVDについては携帯やパソコンからも城西大学蔵書検索OPACで調べることができます。 
③「就職活動でも利用できることを広報してほしい」 
「就職活動支援図書」コーナーを1階に設置しました。雑誌のほか、日経新聞記事や企業情報が見られるオンライン
データベース、日経テレコン21も活用できます。就職活動に関連した利用講習会も実施しています。 
④「何かイベントを開けば利用者が増えるのでは」 
書評合戦ビブリオバトル、手にとって図書館に購入する本を選べる学生選書、個別対応のガイダンス、就職活動に
役立つデータベース講習会など、さまざまなイベントを実施しています。ぜひ参加してください。また、よいアイ
デアがあったら教えてください。 
⑤「図書館の利用方法の詳細がリーフレットになっているとよい」 
『城西大学水田記念図書館利用案内』パンフレットをカウンターで配布しています。 
 
 皆さん、キャンパスのオアシス、図書館をおおいに利用して下さい。 
 
4月の開館日のお知らせ 
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  城西大学水田記念図書館報  
図書館ホームページ     http://libopac.josai.ac.jp 
図書館メールアドレス  library1＠josai.ac.jp 
TwitterID ＠ lib_josai 
図書館ツイッターのＱＲコードはこちら→ 
図書館彙報 
図書館開館時間 
 
□＝9：00～21：00  
■＝9：00～19：00 
■＝9：00～17：00  
■＝休館日です 
4月20日は創立記念日 
4月29日は昭和の日のため休館です。 
 
 
学生アドバイザー紹介ページ ： http://libopac.josai.ac.jp/apply/adviser.html 
専用メールアドレス ： libadvis＠josai.ac.jp    
 
学生アドバイザーへの質問はメールでも受け付けています。 
※内容により、またアドバイザー常駐時間内に確認するため、返信が遅れる場合もあります 
 
図書館ホームページには図書や雑誌を探すＯＰＡＣという検索システムと 
雑誌記事や論文などを探せる各種データベースがあります。 
 
図書館のホームページ（http://libopac.josai.ac.jp/）からは本の検
索、予約やリクエストができます。また本学に所蔵していない資料は全国
の大学図書館から取り寄せや複写の申し込みができます。 
データベース一覧からアクセスできる各種専門分野のサイトでは、論文
や雑誌記事を探せるので、普段の学習やレポート作成の強い味方になりま
す。学内専用LANの設定をすればお持ちのモバイル端末も使えます。 
ホームページには最新情報をいち早く掲載。他にも学力補強ムービーや
城西大学の研究論文を集めた機関リポジトリ「ＪＵＲＡ」など図書館のさ
まざまな機能にアクセスすることができます。 
 
図書館には４４万冊に及ぶ図書と雑誌があります。 
 
1階から3階には和図書と新着雑誌、積層式書庫には洋書と製本された雑誌を
収容し、すべての資料が自由に閲覧出来ます。3階には講義要項(シラバス)に載
せられたテキストや参考書を集めたシラバスルームがあります。数学分野の洋
図書、雑誌は1号館4階の理学部数学科の図書室に配置されています。 
電子ブックや電子ジャーナルは25,000タイトル以上利用することができま
す。学内ネットワークに接続されたパソコンで学内のどこからでも閲覧出来る
ようになっています。  
また、１階のブラウジングコーナーでは新聞や雑誌を読むことができます。
バックナンバーも一定期間取り置いていますので、過去の記事も調べられます。 
ほかにも月替わりのテーマでの展示や、時事問題を扱ったミニ展示などで資
料を紹介しています。 
 
 
新入生のみなさん、入学おめでとうございます。大学図書館は本だけでなく、データベースやパソコン、グループ学習室や視聴覚室など学業をサポートするための
様々な施設・機能を備えています。大学における学習の拠点として、ぜひ活用してください。図書館員一同、皆さんの来館をお待ちしています。 
 
図書館には各階に閲覧席があり、自由に利用することができます。 
 
図書館は各所に閲覧席が設けられていますので、好きな
場所で学習することができます。 
1階～3階には60台以上のパソコンと1台ずつプリンター
が設置されています。そのほかノートPCの貸出も行って
おり、持ち込みPCの利用も可能です。 
１階にはDVDやCDといった視聴覚資料を利用するための
AV室があり、3階および6階のグループ学習室は5名以上の
グループから利用することができます。 
ノートPC、グループ学習室、個人閲覧室、AV室の利用申
し込みは、１階カウンターで受け付けています。 
 
図書館のカウンターでは貸出以外にも資料検索や相談も受け付けています。 
 
図書館１階のカウンターでは本の貸出のほか、検索のお手伝いや、他の大
学図書館の紹介など、利用者のみなさんの学習を総合的に支援しています。 
貸出冊数は1～3年生は図書5冊を2週間、雑誌は5冊を1週間。卒業見込
生は各10冊まで、図書は90日間貸出できます。AV資料、シラバスルームの
図書は2週間のみの貸出です。 
図書館の使い方や、レポートを書く際の資料の探し方、疑問など、わから
ないことがあったら何でも相談してください。また、カウンター横でも学生
アドバイザーが相談を受け付けています。 
図書館ではこのほかにも、各種データベースの利用講習会や各学年に合
わせた図書館ガイダンスを開催しています。 
 
OPACで資料の検索ができます 
カウンターでは貸出・返
却・延長のほか、 
各種学習のサポートも 
行っています。 
＜全体＞ 
図書は44万冊 
＜１～３階ほか＞ 
大学ならではの専門書 
＜３階シラバスルーム＞
授業の教科書、参考書 
ホームページは検索の拠点です 
PCの利用やグループで
の勉強など多様な学習環
境を提供しています 
